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2023年12月期連結業績予想の修正ならびに 

剰余金の配当（中間配当）および期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2023 年２月 10 日に発表しました 2023 年 12 月期（2023 年 1 月

1 日～2023 年 12 月 31 日）の連結業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、下記のとおり 2023 年６月 30 日を基準日とする剰余金の配当（中

間配当）および期末配当予想の修正を行うことを決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023 年 12 月期 連結業績予想の修正 

（１）通期（2023 年１月１日～2023 年 12 月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 

（2023 年２月 10 日発表） 
178,800 14,000 14,800 10,600 89 円 33 銭 

今回修正予想（Ｂ） 162,400 10,500 12,000 10,300 87 円 01 銭 

増減額（B-A）  △16,400 △3,500 △2,800 △300 ― 

増減率（％）    △9.2%    △25.0%    △18.9% △2.8% ― 

（ご参考）前期実績 

（ 2 0 2 2 年 1 2 月 期 ） 
160,825 14,382 16,446 12,494 101円31銭 

  

（２）修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績は、車載用電池向け製品などの開発製品は販売が増加した

ものの、基幹化学品をはじめとした多くの製品で販売数量減となっております。第３四半期以

降は、需要の回復がみられる分野や販売数量が増加しつつある製品もありますが、ウクライナ

情勢、米中覇権争いの動向など、先行き不透明で予測困難な状況が続くことが見込まれること

から、2023 年 12 月期連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 

https://www.toagosei.co.jp/


- 2 - 

 

２．剰余金の配当（中間配当）の決定および配当予想の修正について 

（１）剰余金の配当（中間配当）の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（2023 年２月 10 日発表） 

前期実績 

（2022 年 12 月期） 

 基 準 日  2023 年６月 30 日 同左 2022 年６月 30 日 

 １株当たり配当金  20 円 00 銭 18 円 00 銭 18 円 00 銭 

 配 当 金 総 額  2,379 百万円 ― 2,228 百万円 

 効 力 発 生 日  2023 年 9 月 6 日 ― 2022 年９月 6 日 

 配 当 原 資  利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

（２）期末配当予想の修正の内容 

 １株当たり年間配当金 

第 2 四半期末 期末 合計 

 前 回 予 想  

（2023 年２月 10 日発表） 
18 円 00 銭 18 円 00 銭 36 円 00 銭 

 今 回 修 正 予 想   20 円 00 銭 40 円 00 銭 

 当 期 実 績 20 円 00 銭   

（ご参考）前期実績  

（ 2 0 2 2 年 1 2 月 期 ） 
18 円 00 銭 18 円 00 銭 36 円 00 銭 

 

（３）修正の理由 

当社は、PBR 改善に向けた取組みとして、2025 年中期経営計画期間の期間総還元性向

100%を目途とする株主還元を行い、資本効率の向上を図ることといたしました。これによ

り、第２四半期末配当（中間配当）は 1 株当たり 2 円増配し、1 株当たり 20 円といたしま

す。期末配当の予想についても、前回予想の 1 株当たり 18 円に対し 2 円増配し、20 円に

引き上げることといたします。 

この結果、1 株当たり年間配当金は、前回発表予想に比べ 4 円増配の 40 円となる予定で

す。 

 

（注 1) 当社の PBR 改善に向けた取組みについては、8 月初旬に別途開示いたします。 

（注 2）予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が判断した数値であり、 

実際の業績は今後さまざまな要因によって予想値とは異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


